
　
公
民
館
に
は
、
公
民
館
運
営
委
員

会
、
本
部
体
育
委
員
会
、
館
報
編
集

委
員
会
、
本
部
文
化
委
員
会
、
図
書

視
聴
覚
委
員
会
、
人
権
啓
発
推
進
委

員
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
1
0
0

名
近
い
委
員
の
方
々
が
地
域
の
為

に
、
自
分
の
大
切
な
時
間
を
割
い
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い
そ

れ
ぞ
れ
の
時
間
を
何
と
か
や
り
く
り

し
て
、
約
70
年
の
歴
史
の
重
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
考
え
も

取
り
入
れ
、
地
域
が
よ
り
良
く
な
る

公民館長補佐
中村　誠

里山辺公民館長
多田　健

よ
う
意
見
を
ま
と
め
て
実
践
し
て
い

ま
す
。

　
今
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
り
、
簡
単
に
人
が
殺
さ
れ
る

よ
う
な
と
て
も
厭
な
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
考
え
方
す
べ
て
が
自
分

中
心
で
、
何
で
も
金
勘
定
で
し
か
な

い
世
の
中
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
町
会
や
地
域

が
ま
と
ま
る
、
昔
な
が
ら
の
公
民
館

事
業
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

　
60
年
を
超
え
る
里
山

辺
公
民
館
の
様
々
な
行

事
に
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
い
、
行
事
や
、
慰

労
会
な
ど
で
「
人
と
人

の
絆
」
が
よ
り
多
く
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
活
動
に
も

積
極
的
に
関
わ
り
、
挨

拶
の
声
が
響
く
地
域
づ

く
り
に
も
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

里
山
辺
公
民
館
長

多
田
　
健

世帯数：
　男　：
　女　：
　計　：

5,139戸
5,733人
6,141人
11,874人

平成28年5月1日現在

平成２7 年度 里山辺公民館決算書 （単位：円）

項 目
地 区 分 担 金
助 成 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

決 算 額
97,884 
30,000 
90,000 

720,067 
152,833 

8,053 
191,000 

72,786 
346,490 

97,000 
22,548 

2,419 
1,831,080 

決 算 額
1,798,000

20,000
146

300,000

2,118,146

項 目
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
郷 土 愛 活 動 費
委 員 報 酬
事 務 費
補 助 金 等
印 刷 費
会 議 費
慶 弔 費
合 計

平成２8 年度への繰越金　287,066 円

収入の部 支出の部

平
成
28
年
度 
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

◇
第
１
回
里
山
辺
地
区

　
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会5

月
27
日（
金
）

◇
第
46
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
5
日（
日
）

◇
第
12
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
8
月
19
日（
金
）

◇
第
63
回
野
排
球
大
会

8
月
28
日（
日
）

◇
第
61
回
地
区
大
運
動
会

9
月
25
日（
日
）

◇
第
42
回
地
区
文
化
祭

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

◇
第
60
回
卓
球
大
会
・

　
第
37
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
13
日（
日
）

◇
第
4
回
立
志
式

2
月
18
日（
土
）

そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の
開

催
に
つ
い
て
は
、「
里
山
辺
公
民

館
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
里
山
辺
公
民
館

　
　
　主
な
事
業
の
ご
案
内

ご
あ
い
さ
つ

　
4
月
よ
り
里
山
辺
公
民
館
長
と

し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
多
田
健
で
す
。

　
公
民
館
本
部
体
育
委
員
、
町
内

公
民
館
長
会
会
長
、
公
民
館
運
営

委
員
長
と
し
て
地
域
の
方
々
か
ら

と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
優
秀
だ
っ
た
諸
先
輩

の
足
元
に
も
及
ば
ぬ
私
が
館
長
職

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
は
戸
惑
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、「
里
山
辺
の
た
め

に
何
か
を
引
き
継
い
で
い
く
」

「
自
分
が
受
け
た
恩
を
つ
な
い
で

い
く
」
が
私
に
託
さ
れ
た
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
大
役
を

受
け
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
人
間
に
は
度
量
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。私
に
「
で
き
る
こ
と
」

「
で
き
な
い
こ
と
」は
誰
が
見
て
も

明
ら
か
で
す
が
、努
力
や
、一
生
懸

命
さ
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
里
山
辺
町
会
連
合
会
を
は
じ
め

各
種
団
体
の
方
々
の
お
力
を
頂
戴

し
、
少
し
で
も
生
き
が
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
に
、
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
長
・
公
民
館
長
補
佐
・
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
に
着
任
し
ま

し
た
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
本
市
で
は「
安
心
し
て
、い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
地
域
社

会
」を
構
築
す
る
た
め
、平
成
26
年

か
ら
公
民
館
、出
張
所
、福
祉
ひ
ろ

ば
が
一
体
と
な
っ
て
、
住
民
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め

の「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

進
展
等
に
よ
る
社
会
状
況
が
変
化

す
る
中
、
地
域
の
見
守
り
や
助
け

合
い
等
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
う
し
た
中
、

防
災
体
制
の
整
備
、
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
構
築
等
の
課
題
に
地
域

の
皆
様
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
、
多
く
の
歴
史
と

文
化
を
持
つ
里
山
辺
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
を
公
民
館
活
動
や
福
祉
ひ

ろ
ば
の
活
動
等
と
と
も
に
、
地
域

の
皆
様
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浅
村
晋
さ
ん

　
出
張
所
長
か
ら
時
計
博
物
館
長
へ

筒
井
亜
矢
子
さ
ん

　
地
区
保
健
師
か
ら
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

朝
倉
光
貴
さ
ん

　
出
張
所
職
員
か
ら
保
険
課
へ
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千
鹿
頭
神
社
の
7
年
に
一
度
行

わ
れ
る
御
柱
祭
で
山
か
ら
御
柱
を

曳
き
出
す
「
山
出
し
祭
」
が
4
月

17
日
行
わ
れ
た
。

　
風
雨
の
激
し
い
中
、
氏
子
、
住

民
約
1
5
0
人
が
力
を
合
わ
せ

て
、2
本
の
御
柱
を
曳
っ
張
っ
た
。

　
所
々
で
氏
子
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
振
る
舞
い
酒
」
で
喉
を
潤
し
「
木

遣
り
歌
」
を
披
露
し
な
が
ら
山
か

ら
里
へ
曳
き
出
し
た
。

館
報
編
集
委
員
　
小
岩
井
登
嗣
治

迫力ある"木遣り歌"の披露

新
緑
の
谷
に

　
　
　「
木
遣
り
歌
」響
く

◎
は
長

　○
は
副

　

町
会
名  

　町
会
長  

　

  

公
民
館
長

下
金
井   

白
木
久
雄
◎
上
内
佳
朋

新

　井

　田
村
八
宏

　赤
羽
健
治

湯
の
原

　花
岡
武
司

　花
岡
則
夫

藤

　井

　藤
井
敬
善

　今
村
和
守

上
金
井
〇
矢
﨑
弘
道

　丸
山
哲
平

薄

　町

　西
村
侊
哉

　古
畑
清
隆

　町
会
連
合
会
、公
民
館
長
会

兎
川
寺 

　新
井
明
夫 

　長
村
孝
章

荒

　町 

　辻

　憲
一 

　関

　光
貴

西
荒
町 

　市
原
富
美
敏 

　佐
藤
良
治

北
小
松 

　出
井
東
亜
雄 

　輿

　
　熹

西
小
松 

○
西
浦
眞
治 

　小
野

　忠

南
小
松 

　小
岩
井
政
人 

　小
岩
井
亮
治

林

　
　

 

◎
小
岩
井
俊
忠 

〇
横
山
金
生

美
里
町 

　山
田
巻
義 

　永
高
清
美

若
里
町 

　中
島
幸
一

　

 

八
坂
文
明

小
松
町 

　松
岡
政
夫

　

 

久
祢
田
修
一
郎

◆
子
ど
も
会
育
成
会

◎
小
岩
井
里
美   

○
長
嶋
利
佳

○
大
武
美
智
子

◆
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男

　

  

○
久
保
田

　一

◆
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長

　
　多
田

　健

館
長
補
佐

　
　中
村

　誠

公
民
館
主
事

　石
川
和
也

嘱
託
職
員

　
　中
村

　徹

◆
運
営
委
員

◎
小
幡
泰
俊

　

   

○
愛
瀬
三
枝

小
岩
井
俊
忠   

白
木
久
雄   

上
内
佳
朋

山
口
壽
男   

齋
藤
直
味   

稲
沼

　崇

日
野
原
利
治   

赤
木
秀
雄   

木
下
栄
治

田
垣
元
敏

　小
岩
井
里
美  

久
保
田

　一

◆
人
権
啓
発
推
進
委
員

〈
町
内
〉   

◎
久
保
田

　一

　○
輿

　
　熹

篠
山
由
紀
子   

坂
野

　拓   

花
岡
則
夫

今
村
和
守   

丸
山
哲
平   

佐
々
木
俊
成

辻

　健
一   

市
原
富
美
敏   

小
野

　忠

新
井

　悟   

横
山
金
生   

永
高
清
美

八
坂
文
明   

小
澤
扶
巳
夫

　

〈
各
種
団
体
〉
花
岡
鈴
子   

山
口
壽
男

中
野
三
千
代  

山
下

　同  

田
中
俊
光  

稲
沼

　崇   

金
井

　雪   

齋
藤
直
味  

岩
原

　忍   

新
井
崇
清   

小
岩
井
里
美   

布
野
芳
枝

◆
体
育
委
員

〈
本
部
〉   

◎
木
下
栄
治
○
川
口
一
雄

　
　
　

  

○
松
尾

　衛   

和
田
修
英

梶
葉
利
行   

品
田
尚
彦   

金
井

　守

武
井
信
幸   

竹
岡
和
美   

大
嶋
康
弘

蓑
島
太
郎   

臼
井
智
彦   

小
林
久
伸

中
谷
利
昭   

三
澤
進
一

〈
町
内
〉      

松
沢
孝
明

　升
田

　徹

飯
ケ
濱
実   

二
木
周
由   

新
井
哲
弘

山
後
英
和  

北
澤
高
明  

上
條
健
二

竹
野
入
俊
司   

百
瀬

　裕   

小
岩
井
禮
子

忠
地
佳
貴   

大
久
保
正
利   

小
林
清
孝

中
谷
高
志   

大
畑
友
弘

〈
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉 

奥
原
憲
祐   

越
原
政
子

◆
文
化
委
員

〈
本
部
〉   

◎
田
垣
元
敏
○
藤
本

　昭

久
保
田
勇
治   

伊
藤
由
紀
子   

根
津
と
し
子

塩
野
完
治   

小
林
尊
子   

清
澤
英
雄

〈
町
内
〉
　
　尾
崎

　順   

広
田
正
人

小
林
喜
代
子   

赤
木
秀
光   

高
野
り
つ
子

佐
藤
秀
智   

藤
森
政
義   

小
松

　弘

辻
本
正
志   

藤
岡
一
夫   

塩
原

　司

小
岩
井
健
司   
朝
倉

　平   

松
井

　久

丸
山
茂
美   
小
澤
扶
巳
夫

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
愛
瀬
三
枝

　○
千
野
三
千
代

○
村
本
千
絵
美

　松
井
幸
子

小
平

　香   

花
岡
康
恵   
因
幡
由
美

辻
ト
メ
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
赤
木
秀
雄

　〇
細
野

　麗

鈴
木
敏
子   

金
井
順
子   

小
幡
政
義

小
岩
井
登
嗣
治

　横
山
俊
作

里
山
辺
公
民
館

町
会
・
各
役
員
他

　
2
期
4
年
、
里
山
辺
公
民
館
長

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
が
単
な
る
学
習
機
能
だ

け
で
終
わ
る
の
で
な
く
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
課
題
で
し
た
。

　
最
も
重
点
を
置
い
た
の
は
「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

で
し
た
。
立
志
式
、
わ
い
わ
い
カ

レ
ー
、
育
ジ
イ
会
。
講
座
で
も
親

子
で
体
操
、
親
子
で
ケ
ー
キ
作
り

等
、
と
て
も
楽
し
く
充
実
し
た
活

動
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
会

連
合
会
、
町
内
公
民
館
長
会
、
民

児
協
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
に
お
力
を
添
え
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
里
山
辺
公
民
館
の
移
設
・
新
築

等
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
も
一

住
民
と
し
て
協
力
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前
公
民
館
長
　
花
岡
　
豪

本
当
に
お
世
話
に

　
　
　
　な
り
ま
し
た

山
﨑
美
奈
津
さ
ん

　
福
祉
計
画
課
か
ら
地
区
保
健
師
へ

内
澤
喬
平
さ
ん

　
用
地
課
か
ら
出
張
所
職
員
へ

浅
村
晋
さ
ん

　
出
張
所
長
か
ら
時
計
博
物
館
長
へ

筒
井
亜
矢
子
さ
ん

　
地
区
保
健
師
か
ら
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

朝
倉
光
貴
さ
ん

　
出
張
所
職
員
か
ら
保
険
課
へ

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

　
　
　お
願
い
し
ま
す

　
4
月
か
ら
里
山
辺
地
区
の
担
当

保
健
師
に
な
り
ま
し
た
、
山
﨑
美

奈
津
で
す
。

　
ぶ
ど
う
畑
や
史
跡
、
文
化
財
、

素
晴
ら
し
い
眺
望
と
温
泉
な
ど
、

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
地
区
と
い
う

印
象
で
す
。

　
地
区
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
色
々

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
健
康

づ
く
り
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　
4
月
1
日
の
人
事
異
動
に
よ
り

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
内
澤
喬
平
で
す
。

　
里
山
辺
地
区
の
事
は
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
あ
ま
り
分

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

皆
様
方
に
色
々
と
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

里山辺地区保健師
山﨑　美奈津

出張所職員
内澤　喬平
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